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　目･的　体表面の熱伝達率は、放熱一面の形状、方向、温度分布等によって変化すると考え

られているが、人体各部位の値を詳細に調査した報告は殆どない。。本研究は、人体につい

ての測定に先立ち、人体と形状の近似し&サーマル｀マネキンを用いて、表面各部の曲率･、

温度分布および、熱伝達率の関係を検討しようとするものである。

　方法　1 . マネキン表面温度は、［A］33*C均一、［Ｂ］気温28℃下での人体の皮膚温

分布の二条件に設定した。2 . 気温は、＼sv・23*C ・ 28での三条 f*に設定し、次式によっ

て熟伝達率he［kcal/㎡・h　｡･c ] を求めた。hc= C ／^ I、^ tは、その部位CO 皮膚温

と気温(B差［℃］、Cは。熱流量[ kcal/㎡・hr］である。3 . 気流は自然対流及び強制

対流( li/s. 2,11/s,3加/s) を設定した。4 .測定点at、SB （9）・胸（7）.腹（5）・背（1）

・腰（6）・上腕（4）・前腕と手（6）・大l≫（4）・下腿と足（6）のSI-50点である。

　結果　1 .自然対SSTでは、マネキン各郎からのm流量c は、いずれもA tとの間に、

r ＝0.855～0.993の高い相関を示した。2 .熱伝達率heは。実験［Ａ］では、6.92～

13.03の範囲にあり、体幹部で大きく四肢mで小さく、即ち曲率半径の小さい部位ほど大

なる傾向を示した。実験[ B］では、T.8～12.49の範囲にあったが、［A ]の結果ほど

の法則性は見い出せtap った。3 .強制対流下に於いても、。熱流量Ｃと^ tとは　r =

0.851～0.982の高い相関を示した。4 .熱伝達率heは、気流＼a/Sのとき10.71～14.01

2ir/Sのとき12.83～18.81 , 3iii/Sのとき13.A2～22.07といずれの部位においても、気流

が増大するにつれて大となった。5 .強制対流下においても曲水半径の小さいffli 位ほど
heが大なる傾向が見られた。

B 52 争複服faすｰりレマネ考ンの鍼作･'笥する研良

火気市火4遠科俘･　o山口恵､^- 丸陶嘉代:5-　三平条･雄

　目的　本研^は人体IT) サイズあ｀よび形状がヽいちじjるレく政人と異なる}戎の衣吸り保温
11 tif測するとヒt目的£して、身長なc ・^前兆の子疾陵の外地沈t 求める手戎サーマ･レ

てネキンt試作した．いままではχ､休史吹によゐ衣既クロー値り測史^ 列共に適明t るこ

とは困家tさ|してきたので、?戎サーマ)レマネキン郷制作■iり零･ロ
　試作方城　山形状：　^勢動作を気化さそるrこめ・関節をもたせろ．ひ)寸去：　サイ

ズを吼弧暖JlS規格Lりez-/リ/、/j・-ぷ≫ Kよるi 長、胸同等j3ヶ所の寸汰に合せる・

(3)構ゑ：　マネキン内部･^ヒータ- i:貼付寸る加羞方式iし、表面は,f､色細板眺t寸る．

㈲分割数：　加嘔部伎は熟的に独ｶ.に蟻.上疵．酋疵．脚．青．雌．膚. こ砥あヽよび下略

ｔレ、手. 瓦.は加気レない．(5)計剥戎：　加盆部位別に表面激ばサーミスタ遺虔計で測
ｔし、熟､僕癒 libーターの複瓢t.刀量^計刺レて. 外気象tの1,ヽら局所別靴戯抗1 未｀
めゐ．

　試作昶i景　形ni.特性とレて、主り:る寸喊､り長、膝高、胴高、Bill、袖丈あヽよix胸匯に
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